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 HYPERLINK "http://baby.shop-joho.com/2006/12/post_8.html" 
ノロウイルスの症状

ノロウイルスにあると、吐き気、嘔吐（おうと）、下痢、腹痛などが主な症状で、発熱がある場合は、37～38度くらいの微熱程度の軽度ですむことが多いようです。
　その後個人差はあるようですが、多くの方は差し込むような腹痛、きつい吐き気と下痢に見舞われます。
　症状のあらわれ方などは、人によってさまざまで、突発的に激しい吐き気、嘔吐、下痢が一日に何十回と続き、大変苦しい病状となります。乳幼児は嘔吐、成人は下痢の症状が特にきつく見られるようです。
　しかし、通常の風邪かと思うような症状で治ってしまう場合や感染しても発症しない人が、2～3割はいるようです。
　ノロウイルスは、適切な処置を受けることにより、後遺症もなく数日で回復しますので、「おかしい？」と思われた方は自己判断せず、すぐにかかりつけのお医者さんに診てもらうことをおすすめします。

ノロウイルスの予防って？
ノロウイルスは、ウイルスや細菌に汚染された食物や飲料水、あるいは汚れた手などを介して発病する、経口感染をします。
また、ノロウイルスは感染力がとても強く、100個程度の少量のノロウイルスが体内に入っただけでも、腸の中で増えるといわれており、半日がら2日くらいの短期間でノロウイルスにかかってしまいます。

身近な予防法としては手洗いとうがいです。ノロウイルスが特に流行していると思われるときは、特に気をつけ、手洗いとうがいをしっかりするよう心がけて下さい。
　また、調理に従事する立場の方やお母さん方は、トイレの後はもちろんのこと、調理前は普段以上に手や使用する器具、食器類の洗浄や消毒を行いましょう。
洗浄の注意としては手の間やシワの中まで念入りによく洗い、タオルは共用せず清潔なタオルをその都度使ったり、使い捨てできる、ペーパータオルを用いるなどタオルの衛生面にも気をつけて下さい。
